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令和２年度 学校評価のまとめ 

 

 梅花の候 保護者の皆様におかれましては、ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。また、本校の学

校教育にご理解とご協力を頂き心から感謝申し上げます。 

 さて、２月２４日（水）に学校評議員会（学校関係者による）を持ち、本年度の学校評価のまとめが出来ま

したので、下記の通り報告させていただきます。保護者の皆様におかれましては、アンケートにご協力いただ

き、誠にありがとうございました。 

 

記 

 

１．学校評価の方法 

① 保護者アンケート ……… 保護者の皆様に教育活動について評価して頂くものです。 

② 教職員による自己評価 … 教職員が本校の教育活動について評価するものです。 

③ 学校関係者評価 ………… 学校に関係のある方々に自己評価の結果や今後の改善方策等について評

価して頂くものです。今年度は諸般の事情により、学校評議員とPTA会

長にお願い致しました。 

 

２．学校評価の結果（※結果の詳細につきましては、裏面に記載しています。） 

【保護者アンケート】について  

Ａ:そう思う ２点   Ｂ:大体そう思う １点  Ｃ:あまりそう思わない －１点  Ｄ:そう思わない －２点  Ｅ:わからない ０点 

○保護者の評価が高かった項目 ……※「Ａ:そう思う Ｂ:大体そう思う」の回答の割合が全体の90％以上の項目 

・NO.10『ご自分のお子さんは、楽しく学校に通っていますか。』・・・・・・・・・・・９１％  

・NO.11『ご自分のお子さんは、友達と仲良く生活していると思いますか。』・・・・・・９２％  

・NO.13『学校はあいさつ等、基本的生活習慣の指導に努めていると思いますか。』・・・９２％ 

・NO.16『ご自分のお子さんは、学校の給食に満足している様子ですか。』・・・・・・・９０％ 

・NO.17『学校は、健康管理や体力づくりに努めていると思いますか。』・・・・・・・・９２％ 

・NO.18『学校は、保護者・地域に必要な情報を積極的に知らせていますか。』・・・・・９１％ 

・NO.22『学校は子どものことについて丁寧に相談に応じてくれますか。』・・・・・・・９１％ 

 

 



●保護者の評価が低かった項目 ……※「Ａ:そう思う Ｂ:大体そう思う」の回答の割合が全体の 80％未満の項目 

・NO. 5『ご自分のお子さんは、授業に集中して取り組んでいると思いますか。』・・・・７９％ 

・NO. 7『学校は子ども達に夢や目標を持たせるよう努めていると思いますか。』・・・・７７％ 

・NO. 9『学校は自分の考えをしっかりと持ち、わかりやすく伝えられる子どもに育てようと努めていますか。』７８％  

・NO.20『学校の教育活動の様子がよくわかりますか。』・・・・７４％ 

※評価の高かった項目に関しては、今後も更に向上していけるように、職員一同努力して実践していきます。また、全

ての項目で、「Ａ:そう思う Ｂ:大体そう思う」の回答の割合が 90％以上になるように努めていきます。 

※評価の低かった項目に関しては、特に『学校の教育活動の様子がよくわかりますか。』の項目で「Ａ:そう思う Ｂ:大

体そう思う」の回答の割合が７４％という結果になりました。今年度はコロナ禍のため、お子様の健康・安全を最優

先に考え、学校行事等を中止や規模を縮小しての実施とさせていただきました。次年度につきましては、今年度実施

予定だった行事を再検討し、新たな取組や工夫を考慮しながら改善を図ってまいります。 

【学校関係者評価】について ２月２４日（水）に学校評議員会を開催いたしました。 

◎学校関係者評価のねらい 

 ・学校が行った自己評価を、保護者・地域住民の学校関係者などにより構成された評議員会にて協議いただき、

自己評価の客観性や透明性を高める。 

 ・評価活動を通したコミュニケーションにより、保護者・地域住民の方々と学校が互いに理解を深める場とする。 

※今回の学校関係者による評価の話し合いにおいて、以下のようなご意見をいただきました。 

 ○今年度は、コロナ禍ということもあり、学校行事等が中止または縮小している状況であるが、子どもたちの評価が

とても前向きであったということもあり、とても安心した。 

 ○子どもに対しての声のかけ方については、学校の先生方だけでなく、保護者の方々も意識を持ち、言葉を選びなが

ら行うことも大切である。 

 ○アンケートの設問に対して、「わからない」という回答が多いことに少し不安を感じる。 

 

３．まとめ 

 現在、本校では本年度の学校評価の結果に基づき、次年度に向けての改善方策や取り組みの重点等について検討・協

議を行っています。次年度につきましては、さらに教科等横断的な視点を持ちながら教育課程の再編成と基礎学力の向

上を推進し、コロナ禍における児童の「心の教育」や「健康な体作り」にも積極的に取り組み、『知・徳・体』のバラン

スのとれた児童の育成のために尽力していきます。 

また、本校の教育活動をご理解いただくとともに、ご協力いただけるように、本年度以上に情報の発信を含む連携と

保護者・地域との協働体制のさらなる充実に努めます。あわせて、アンケートにご指摘がありました施設面の修繕や充

実においても、次年度も市教育委員会との連携を図りながら学校環境の改善に取り組んでまいります。 

「社会に開かれた教育課程の実践」の基本理念の下、保護者や地域の皆様とさらに連携を深めながら、子どもたちを

育んでいきたいと考えております。教職員一同、一丸となって令和３年度学校教育の更なる充実を図って参ります。皆

様のご理解とご協力をよろしくお願い致します。 


